
○ 調査内容・対象

・全国の公立小学校を無作為抽出し、外国語活動を学ぶ小学校５，６年児童

及び導入後に外国語活動で学んだ中学校１，２年生徒を対象に関心・意欲

や学習状況などを質問紙調査。

・調査実施校の担当教員に対し児童生徒の変容、課題などを質問紙調査。

◆公立小学校

・5，6年児童（児童調査）22,202人

・管理職（管理職調査）2,834人

・学級担任等（外国語活動を担当する教員調査）3,203人

◆公立中学校

・1，2年生徒（生徒調査）24,205人

・管理職（管理職調査）2,853人

・外国語科担当教員（教員調査）3,181人

○ 調査手法・分析

・各学校へ直接質問紙を送付し、調査を実施

・小学校は平成24年２月(平成23年度)、中学校は平成24年11月(平成24年度)

に実施した同様の調査との比較を行った。

○ 調査実施時期：平成27年２月（平成26年度）

平成26年度 小学校外国語活動実施状況調査の結果［概要］

１ 調査の目的

○ 平成２３年度より全国の小学校で全面実施された外国語活動の実態を把

握・分析することにより、次期学習指導要領の改訂や今後の施策の検討に

資するとともに、各都道府県等における小学校外国語活動の充実や改善等

に役立てるため、本調査を実施。

２ 調査の内容等



○ 小学校５,６年生の70.9％、中学１年生の61.6％、中学２年生の50.3％が

「英語が好き」と回答。

○ 小学校５,６年生の72.3％、中学１年生の60.2％が「英語の授業が好き」と回答。

○ 小学校５,６年生の91.5％、中学1年生の89.4％が「英語が使えるようになり

たい」と回答。

○ 「英語を使ってしてみたいことは何か」という問いに対し、小学校５,６年生

の84.4％が「海外旅行に行くこと」、77.1％が「外国の人と友達になること」、

75.5％が「外国の人と話すこと」と回答。

中学１年生の77.9％が「外国旅行に行くこと」、72.2％が「英語の歌を聴い

たり歌ったりすること」、69.1％が「外国の人と話すこと」と回答。

○ 中学２年生の87.1％が「授業で学習したことは将来社会に出たときに大変役に

立つと思う」、42％が「将来英語を使って海外でぜひ働いてみたい、機会があれ

ば働いてみたいと思う」と回答。

○ 「英語の勉強は大切だと思うか」という問いに対し、小学校５，６年生の85.3

％、中学１年生77.7％、中学２年生75.8％が「英語の勉強が大切だと思う」と

回答。

○ そのうち、「大切だと思う理由」として中学2年生の52.3％が「高校等の受検で

必要だから」、43.1％が「海外の人たちとコミュニケーションをとれるようになり

たいから」、41.8％が「将来、仕事をする上で英語が必要だから」と回答。

３ 調査結果の分析

外国語活動に肯定的な小学生の割合が高い。
中学生に上がると英語に対する肯定感に課題。

小学校5年生̃中学２年生の英語に対する意識

小学校5年生̃中学２年生の将来の英語使用のイメージ

小学校5年生̃中学２年生の英語の勉強に対する意識

将来、海外旅行や外国人との交流、仕事で
英語を使いたい児童生徒の割合は高い。



○ 「外国の人が話しかけてきたら、あなたはどうすると思うか」という問いに対し、
・小学校5，6年生の47.3％、中学1年生の54.4％が「英語で受け答えする」、
・小学校５，6年生の23.0％、中学１年生の14.7％が「日本語で受け答えする」
と回答。

○ 「英語の授業の中で楽しいと思うこと」について、児童の
・75.8％が「外国のことについて学ぶこと」
・71.4％が「日本語と英語の違いを知ること」
・66.6％が「英語で友達と会話すること」と回答。

○ 「小学校の英語の授業で学んだことの中で、中学校の英語の授業で役に立った
ことはあるか」という問いに対し、中学１年生の
・88.8％が「アルファベットを読むこと」
・83.9％が「アルファベットを書くこと」
・82.8％が「英語で簡単な会話をすること」
・75.8％が「英語の発音を練習すること」と回答。

○ 「小学校の外国語活動でもっと学習しておきたかったこと」という問いに対し、
中学１年生の
・80.1％（77.9％）が「英単語を読むこと」
・83.7％（81.7％）が「英単語を書くこと」
・79.8％（77.6％）が「英語の文を読むこと」
・80.9％（78.6％）が「英語の文を書くこと」と回答。

○ 「英語の授業の中で、どのようなことをもっとしてみたいか」という問いに対し、
中学２年生の
・59.7％が「英語で映画などを見ること」
・38.7％が「英語で歌を聴いたり歌ったりすること」
・33.8％が「英文法の学習」と回答。
一方で、
・8.7％が「自分の意見や考え、感想などを英語で発表すること」
・6.4％が「ディベートやディスカッション」と回答。

小学校5，6年生の小学校の英語授業に対する意識

中学１，２年生の小学校の英語授業に対する意識

小学校高学年で「読む」「書く」も含めた
言語活動への知的要求が高まっている状況。

小学校5,6年生、中学１年生の英語使用に対する意識



○ 外国語活動導入前と比べ、
・小学校教員の76.6％が小学校5､６年生の児童に「成果や変容がとてもみられ
た」と回答。
そのうち、
・78.5％が「音声に慣れ親しんだ」
・64.2％が「基本的な表現に慣れ親しんだ」と回答。

○ 外国語活動導入前と比べ、

・中学校教員の65.3％が中学校１年生の生徒に「成果や変容がとてもみられた」

と回答。その変容の具体として、

・92.6％が「英語を使って積極的にコミュニケーションを図ろうとする態度の

育成」

・93.5％が「英語の音声に慣れ親しむ」と回答。

○ 中学校の管理職への「小学校で外国語活動が行われたことで、中学校の英語

担当教員に変容は見られたか」という問いに対し、

・63.3％が「外国語活動を踏まえた指導の工夫がみられるようになった」

・50.3％が「小中連携による取組が一層促進された」

・34.8％が「授業で英語を使うことに対する意識が一層高まる」と回答。

○ 「英語の授業に進んで参加しているか」という問いに対し、小学校5，6年生の
71.4％、中学１年生の67.6％が肯定的な回答。
○ 「英語の授業の内容を理解していると思うか」という問いに対し、小学生5，6

年生の65.2％、中学1年生の57.0％、中学２年生の48.9％が「理解している、

どちらかといえば理解している」と回答。

一方で、小学校5，6年生の7.7％，中学１年生13.5％、中学２年生の19.7％

は「理解していない、どちらかといえば理解していない」と回答。

小学校外国語活動・中学校外国語科担当教員から見た児童生徒の変容

多くの外国語科担当教員は外国語活動導入による
成果や児童生徒の成果や変容を肯定的に捉えている。

小学校5,６年生、中学１,２年生の英語授業に対する理解

学年が上がるほど授業理解に課題

中学校の外国語科担当教員からも肯定的な意見



○ 外国語活動に対する意識に関して、教員の88.2％が「おおよそのイメー
ジはつかめている」、91.5％が「児童と一緒に楽しんでいる」と回答。
一方、教員の
・60.8％が「準備などに負担感がある」
・67.3％が「英語が苦手である」
・34.6％が「自信を持って指導している」と回答。

○ 今後の課題として、担当教員の
・51.7％が「教員の指導力」、
・48.7％が「教材・教具等の開発や準備の時間」、
・30.4％が「外国語活動に関する研修」
・29.7％が「ＡＬＴ等の外部人材との打ち合わせの時間」と回答。

○ 外国語活動に関する学校外の研修へ、63.5％の小学校教員が「今年度中に

参加していない」と回答。

○ 必要と感じる研修は、

・74.6％が「具体的な活動について共通理解を図ったり体験する研修」

・48.0％が「今後の小学校における外国語教育の在り方について共通理解を図る

研修」

・47.3％が「学級担任等による外国語活動の研究授業を参観し、研究授業につい

て協議する研修」と回答。

○ 管理職の39.9％が「今年度中に、外国語活動に関する校内研修を行っていない」

と回答。

○ 必要と感じる研修は、

・74.7％が「具体的な活動について共通理解を図ったり体験する研修」

・56.1％が「学級担任等による外国語活動の研究授業を参観し、研究授業につい

て協議する研修」と回答。

小学校教員の研修参加割合は低く、具体的な活動
の共通理解を図る研修などへのニーズは高い。

小学校外国語活動に対する教員の意識

小学校管理職の教員研修に対する意識

小学校外国語活動の教員研修に対する意識



○ 「授業でどの程度できていると思うか」という問いに対し、中学2年生の
・81.1％が「英単語を読むことができている」
・76.8％が「発音練習や英文を音読することができている」
・72.7％「生徒同士で英語を使ってやりとりをすること（ペアやグループでの
活動）ができている」
・71.0％「英単語を書くことができている」
と回答。
一方で、
・49.2％「自分の意見や考え、感想などを英語で発表すること（スピーチやプレ
ゼンテーション）ができている」
・33.6％が「エッセイなど、ある程度まとまりのある文章を書くことがほぼでき
ている」
・20.7%が「ディベートやディスカッションをすることがほぼできている」
と回答。

○ 「英語の授業において、どのくらい行っているか」という問いに対し、中学校
外国語科担当教員が「よく行う、時々行う」こととして
・99.5％が「単語等の発音練習」
・99.5％が「英文の音読」
・98.0％が「文法の説明」
・97.8％が「言語材料を活用できるようにするための練習」
と回答。
一方で、それを活用して行う
・「ライティング」は66.0％、「スピーチ」は56.6％、「プレゼンテーション
やスキット（寸劇）」は36.0％、「ディベート、ディスカッション」34.7％
と割合は低い。

中学２年生の英語授業に対する意識

「単語を読む・書く、音読、生徒同士で英語を使って
やりとりすること」ができていると考える生徒の割合
は高いが、自分の意見や考えを書く・話すことができ
ていると考える生徒の割合は低い。

中学校の外国語担当教員の言語活動に対する意識

「単語の発音練習、音読、文法説明」をよく行っている
と考える教員の割合は高いが、それらを活用して
「まとまりのある文書を書いたり、発表・討論などを
指導している」と考える教員の割合は低い。



児童生徒の英語に対する意識

小学校児童、中学校生徒

○ 小学校５,６年生の70.9％、中学１年生の61.6％、中学２年生の50.3％が「英語が好き」

と回答。

英語に対する意識

Ｑ． あなたは、英語が好きですか。（単数回答）

40.5

30.1

31.8

30.1

18.5

22.9

5.4

9.5

3.7

7.3

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

小５・６

中１

好き どちらかといえば好き どちらともいえない どちらかといえばきらい きらい

○ 小学校５,６年生の72.3％、中学１年生の60.2％が「英語の授業が好き」と回答。

英語の授業に対する意識

Ｑ 英語の授業は好きですか。（単数回答）

42.3

34.4

23.7

28.6

27.2

26.6

18.0

19.4

22.6

5.6

9.1

13.8

5.3

9.3

13.2

0.2

0.7

0.1

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

小５・６

中１

中２

好き どちらかといえば好き どちらともいえない どちらかといえばきらい きらい 無回答



Ｑ これから英語を使ってしてみたいことは何ですか。

※「してみたい」、「してみたくない」のうち、「してみたい」と回答した割合

○「これから英語を使ってしてみたいことは何ですか」という問いに対し、
・「海外旅行に行くこと」は、84.4％（小５・６）、77.9％（中１）
・「外国の人と友達になること」は、77.1％（小５・６）、68.9％（中１）
・「外国人と話すこと」は、75.5％（小５・６）、69.1％（中１）
・「英語を使う仕事をすること」は、41.8％（小５・６）、36.3％（中１）
の児童生徒が「してみたい」と回答。

児童生徒の英語に対する意識

71.6

66.3

19.9

23.1

5.2

5.9

3.1

4.1

0.2

0.7

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

小５・６

中１

そう思う どちらかといえばそう思う どちらかといえばそう思わない そう思わない 無回答

○ 小学校５,６年生の91.5％、中学1年生の89.4％が「英語が使えるようになりたい」と回

答。

将来の英語使用に対する意識①（小５・６、中１）

Ｑ． あなたは、英語が使えるようになりたいですか。（単数回答）

将来の英語使用に対する意識②（小５・６、中１）

77.9

72.2

69.1

68.9

45.9

41.1

39.0

38.7

36.3

0.0 50.0 100.0

海外旅行に行くこと

英語の歌を聴いたり

歌ったりすること

外国の人と話すこと

外国の人と友だちになること

英語で書かれた本を読むこと

外国の映画を字幕なしで

見ること

電子メールなどで外国の人と

英語でやりとりをすること

英語で日本の文化を紹介すること

英語を使う仕事をすること

84.4

77.1

75.5

68.6

51.6

47.9

46.5

42.5

41.8

0 50 100

海外旅行に行くこと

外国の人と友だちになること

外国の人と話すこと

英語の歌を聴いたり

歌ったりすること

英語で日本の文化を

紹介すること

英語で書かれた本を読むこと

電子メールなどで外国の人と

英語でやりとりをすること

外国の映画を字幕なしで見る

こと

英語を使う仕事をすること

＜■小５・６＞ ＜■中１＞

小学校児童、中学校生徒



36.9%

50.2%

8.4%

3.5% 1.1%

大変役に立つと思う

ある程度は役に立つと思う

あまり役に立つとは思わない

ほとんど役に立つとは思わない

無回答

○ 生徒の87.1％が、授業で学習したことは将来社会に出たときに「大変役に立つと思う、ある
程度は役に立つと思う」と回答。

将来の英語使用に対する意識③（中２）

Ｑ． 授業で学習したことは、将来社会に出たとき役に立つと思いますか。 （単数回答）

○ 生徒の42.0％が将来英語を使って「ぜひ働いてみたい、機会があれば働いてみたいと思う」
と回答。

Ｑ．将来、英語を使って海外で働いてみたいと思いますか。（単数回答）

9.5%

32.5%

32.6%

24.5%

0.9%

ぜひ働いてみたいと思う

機会があれば働いてみたいと思う

あまり働いてみたいと思わない

全く働いてみたいとは思わない

無回答

児童生徒の英語に対する意識

中学２年生

将来の英語使用に対する意識④（中２）



85.3

77.7

75.8

4.3

6.0

8.4

9.7

15.6

15.6

0.7

0.7

0.2

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

小５・６

中１

中２

そう思う そう思わない わからない 無回答

○ 「英語の勉強は大切だと思うか」という問いに、85.3％（小５・６）、77.7％（中１）、
75.8％（中２）が「そう思う」と回答。

英語の勉強に対する意識①（小５･６,中１,中２）

Ｑ． あなたは、英語の勉強は大切だと思いますか。 （単数回答）

児童生徒の外国語活動・外国語科に対する意識

小学校児童、中学校生徒

○ 英語の勉強が大切だと思う理由として、生徒の
・52.3％が「高校等の受験で必要だから」
・43.1％が「海外の人たちとコミュニケーションをとれるようになりたいから」
・41.8％が「将来、仕事をするうえで英語が必要だから」と回答。

将来の英語使用に対する意識②（中２）

Ｑ． 英語の勉強が大切だと思うのはなぜですか。 （３つまで複数回答）

0.7

2.3

7.0

7.1

7.3

25.5

30.4

30.7

41.8

43.1

52.3

0 10 20 30 40 50 60

無回答

日本のことを海外に発信したいから

将来、特に英語を使った仕事に就きたいから

その他

海外留学をしたいから

国際社会において英語を使えることは当たり前のことだから

学校でよい成績をとりたいから

海外旅行に行きたいから

将来、仕事をするうえで英語が必要だから

海外の人たちとコミュニケーションをとれるようになりたいから

高校等の受験で必要だから

%



44.4

39.5

33.4

27.1

26.2

31.3

27.3

28.2

20.0

17.3

13.5

31.4

31.9

33.2

39.1

33.3

27.9

30.8

24.4

29.2

29.8

17.5

12.6

14.7

17.9

20.2

20.7

18.0

20.4

16.6

25.3

22.5

13.3

5.4

5.9

9.5

8.7

9.7

10.1

10.1

9.9

15.4

12.6

8.3

3.4

4.4

4.0

3.7

5.7

5.9

5.5

6.0

5.9

7.6

6.0

2.0

2.8

1.1

0.5

3.3

5.9

5.0

14.4

3.1

9.3

40.2

0.8

0.8

0.8

0.6

1.1

0.8

0.9

0.6

1.1

1.0

1.2

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

外国のことについて学ぶこと

日本語と英語の違いを知ること

英語で友達と会話する事

英語の発音を練習すること

英語で友達や先生などの人の意見を聞く事

英語の文字や単語をよむこと

英語で外国人の先生と会話すること

英語の文字や単語を書くこと

英語で自分の事や意見をいうこと

英語で担任の先生と会話する事

英語の絵本を読んでもらうのをきくこと

あてはまる どちらかといえば

あてはまる

どちらかといえば

あてはまらない

あてはまらない

わからない 授業でやってないと思う 無回答

○ 英語の授業の中で楽しいと思うことについて、児童の
・75.8％が「外国のことについて学ぶこと」
・71.4％が「日本語と英語の違いを知ること」
・66.6％が「英語で友達と会話すること」と回答。

英語の授業に対する意識

Ｑ． 英語の授業の中で楽しいと思うことはどのようなことですか。（単数回答）

児童の外国語活動に対する意識

小学校５・６年生



88.8 

83.9 

82.8 

75.8 

73.2 

72.9 

70.2 

60.8 

57.5 

55.5 

54.6 

54.3 

44.4 

7.6 

6.8 

12.9 

13.6 

18.9 

11.4 

13.0 

13.7 

26.7 

20.8 

11.4 

21.3 

13.1 

3.3 

9.0 

4.0 

10.1 

7.5 

15.3 

16.4 

25.2 

15.3 

23.2 

33.6 

23.8 

42.1 

0.2 

0.2 

0.3 

0.4 

0.4 

0.4 

0.4 

0.3 

0.5 

0.6 

0.5 

0.6 

0.5 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

アルファベットを読むこと

アルファベットを書くこと

英語で簡単な会話をすること

英語の発音を練習すること

友だちや先生などが英語で

話しているのを聞くこと

英単語を読むこと

日本語と英語の違いを知ること

英語の文を読むこと

外国のことについて学ぶこと

英語で自分のことや

意見を言うこと

英単語を書くこと

皆の前で英語で発表すること

英語の文を書くこと

役に立った 役に立たなかった 小学校でやっていないと思う 無回答

Ｑ． 小学校の英語の授業で学んだことの中で、中学校の英語の授業で役に立ったことはありますか。
（単数回答）

中学１年生

○ 小学校の英語で学んだことで、中学校の授業で役立ったことについて、生徒の
・88.8％が「アルファベットを読むこと」
・83.9％が「アルファベットを書くこと」
・82.8％が「英語で簡単な会話をすること」
・75.8％が「英語の発音を練習すること」

と回答。

外国語活動で学んだことで中学校で役に立ったこと（中１）

生徒の外国語活動・外国語科に対する意識



83.7

80.9

80.1

79.8

74.6

72.6

69.3 

64.6 

62.9

56.7

54.0

54.0

46.4

0 10 20 30 40 50 60 70 80 90

英単語を書くこと

英語の文を書くこと

英単語を読むこと

英語の文を読むこと

英語の発音を練習すること

英語で簡単な会話をすること

英語で自分のことや

意見を言うこと

友だちや先生などが

英語で話しているのを聞くこと

皆の前で英語で発表すること

日本語と英語の違いを知ること

アルファベットを書くこと

アルファベットを読むこと

外国のことについて学ぶこと

生徒の外国語活動・外国語科に対する意識

○ 小学校の外国語活動において、生徒の80.1％が「英単語を読むこと」、83.7％が「英単語
を書くこと」、79.8％が「英語の文を読むこと」、80.9％が「英語の文を書くこと」をもっ
と学習しておきたかったと回答。

小学校の外国語活動でもっと学習しておきたかったこと（中１）

Ｑ． 以下の項目は、小学校の外国語活動でもっと学習しておきたかったと思いますか。

中学１年生

※「そう思う」「そう思わない」「無回答」のうち、「そう思う」と回答した割合



59.7

38.7

33.8

30.2

21.1

20.7

10.9

10.9

8.7

6.4

1.8

0 10 20 30 40 50 60 70

英語で映画などを見ること

英語で歌を聞いたり歌ったりすること

英文法の学習

リスニング

英単語の発音練習や音読・暗唱など

英語で新聞・雑誌・書籍・ウェブサイトなどを読むこと

エッセイなど、ある程度まとまりのある文章を書くこと

スキット（寸劇）の作成や発表

自分の意見や考え、感想などを英語で発表すること（ス

ピーチやプレゼンテーション）

ディベートやディスカッション

無回答

生徒の外国語科に対する意識

中学２年生

○ 中学校の英語の授業の中で、生徒の
・59.7％が「英語で映画などを見ること」
・38.7％が「英語で歌を聞いたり歌ったりすること」
・33.8％が「英文法の学習」
・30.2％が「リスニング」を「もっとしてみたい」と回答。

○ 「自分の意見や考え、感想などを英語で発表すること（スピーチやプレゼンテーション）」
8.7％、「ディベートやディスカッション」6.4％について、生徒が「もっとしてみたい」と
回答。

英語の授業でもっとしてみたいこと（中２）

Ｑ． 英語の授業の中で、どのようなことをもっとしてみたいと思いますか。（３つまで選択可能）



○ 小学校で外国語活動を経験したことにより、「英語の音声に慣れ親しんでいる」93.5％
（92.2％）、「英語で積極的にコミュニケーションを図ろうとする態度が育成されている」
92.6％（91.9％）などの成果や変容が見られる。

※上記の％数値は「そう思う」「どちらかといえばそう思う」の合計

外国語活動を経験した中学1年の生徒の変容について②

外国語科担当教員の中学1年生に対する意識

Ｑ． 具体的にどのような成果や変容がみられましたか。あてはまるものをすべて選んで下さい。（複数回答可）

中学校 教員

42.9 

39.4 

33.3 

31.8 

28.4 

27.1 

21.2 

15.7 

15.3 

11.8 

3.9 

2.9 

50.6 

51.5 

52.9 

60.8 

53.7 

58.7 

57.3 

53.6 

52.3 

51.4 

26.0 

17.1 

6.3 

8.2 

12.1 

6.1 

17.3 

13.6 

19.5 

28.8 

28.4 

34.5 

54.6 

53.9 

0.0 

0.5 

1.5 

0.9 

0.3 

0.3 

1.4 

1.5 

3.1 

1.8 

15.2 

25.8 

0.2 

0.3 

0.2 

0.4 

0.2 

0.3 

0.5 

0.4 

0.9 

0.5 

0.2 

0.4 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

英語の音声に慣れ親しんでいる

英語で活動を行うことに慣れている

英語に対する抵抗感が少ない

英語を使って積極的にコミュニケーションを

図ろうとする態度が育成されている

英語を聞く力が高まっている

英語の基本的な表現に慣れ親しんでいる

外国や異文化に対して興味を持っている言語や

文化に対する体験的な理解が深まっている

分からない単語などがあっても、臆せず

聞き続けたり聞き返したりしている

友達の前で、英語で発表することなどに

慣れている（生徒同士の望ましい人間関係が

醸成されている）

英語を話す力が高まっている

英語の文字や単語、文章を読む力が

高まっている

英語の文字や単語、文章を書く力が

高まっている

そう思う どちらかといえばそう思う どちらかといえばそう思わない まったくそう思わない 無回答



○ 「小学校で外国語活動が行われたことで、中学校外国語担当教員に変化が見られたこと」と
して、管理職の63.3%が「外国語活動を踏まえた指導の工夫」、50.3%が「小中連携に関す
る取組の促進」と回答。

中学校外国語科担当教員の変容

中学校管理職の外国語科担当教員に対する意識

Ｑ． 小学校で外国語活動が行われたことで、貴校の外国語科担当教員に変化は見られましたか。
（複数回答）

63.3 

50.3 

34.8 

29.9 

23.7 

18.1 

11.9 

2.1 

10.4 

0.7 

0 10 20 30 40 50 60 70

外国語活動を踏まえた指導の工夫がみられるようになった

小中連携に関する取組が一層促進された

教員自身の、授業で英語を使うことに対する意識が一層高

まった

外国語科の目標や内容の共通理解が一層深まった

指導計画や教材等についての共通理解が一層進んだ

生徒理解が深まった

外国語科全体による共通の指導体制の構築が一層進んだ

その他

特に変化は見られなかった

無回答

中学校 管理職

%



児童生徒の外国語活動・外国語科に対する意識

○ 小学５・６年生、中学１年生、中学２年生を比較すると、「英語の授業を理解している、ど
ちらかといえば理解している」と回答した割合は減少している（65.2％ → 57.0％ → 
48.9％）。

授業の理解についての状況（小５・６、中１、中２）

Ｑ． 英語の授業の内容を理解していると思いますか。（再掲）

19.8

26.1

34

29.1

30.9

31.2

28.9

29.4

27.1

12.9

9.8

5.5

6.8

3.7

2.2

2.6

0.0

0

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

中２

中１

小５・６

理解している どちらかといえば理解している 半分くらい理解している

どちらかといえば理解していない 理解していない 無回答

小学校児童、中学校生徒

32.5

30.0

38.9

37.6

20.3

22.9

6.1

6.9

2.1

2.6

0.0

0.1

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

小５・６

中１

進んで参加している どちらかといえば進んで参加している

どちらともいえない どちらかといえば進んで参加していない

○ 71.4％（小５・６）、67.6％（中１）が「英語の授業に進んで参加している、どちらかと
いえば進んで参加している」 と回答。

英語の授業に対する意識（小５・６、中１）

Ｑ あなたは、英語の授業に進んで参加していますか。（単数回答）



Ｑ． 外国語活動に対する意識（単数回答）

学級担任（外国語活動担当教員）の外国語活動に対する意識

小学校教員

○ 外国語活動に対する意識に関して、教員の88.2％（88.4％）が「おおよそのイメージはつ
かめている」、91.5％（90.8％）が「児童と一緒に楽しんでいる」と回答。

○ 一方、教員の
・34.6％（38.9％）が「自信を持って指導している」
・60.8％（63.8％）が「準備などに負担感がある」
・67.3％（63.7％）が「英語が苦手である」と回答。

外国語活動に対する意識

（ ）内は、前回調査結果

25.1 

38.1 

4.4 

18.1 

23.9 

63.1 

53.4 

30.2 

42.7 

43.4 

10.9 

7.6 

54.4 

33.3 

27.0 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

おおよそのイメージはつかめている

児童と一緒に楽しんでいる

自信を持って指導している

準備などに負担感がある

英語が苦手である

そう思う まあそう思う あまりそう思わない そう思わない 無回答



74.6 

48.0 

47.3 

42.5 

36.1 

32.4 

28.2 

26.2 

26.1 

14.9 

9.4 

1.1 

1.2 

0 10 20 30 40 50 60 70 80

具体的な活動について共通理解を図ったり、体験したりする研修

今後の小学校における外国語教育のあり方について共通理解を図る研修

学級担任等による外国語活動の研究授業を参観し、研究授業について協

議する研修

デジタル教材の使い方について共通理解を図ったり、実際に使い方を体験

したりする研修

外国語活動の在り方について共通理解を図る研修

外国語活動を行う際に指導者が使う外国語について発音練習を行ったり、

その使い方について理解を図ったりする研修

外国語活動の評価規準の作成や評価方法等について共通理解を図った

り、協議したりする研修

外部の講師等による外国語活動の研究授業を参観し、研究授業について

協議する研修

教材を作成する研修

年間指導計画や単元計画、指導案を作成したり、検討したりする研修

中学校英語教育の目標や内容など、その在り方について共通理解を図る

研修

その他

特にない

○ 教員の63.5％（50.8％）が「今年度中に、学校外の外国語活動に関する研修に参加してい
ない」と回答。

学校外の研修について

学級担任（外国語活動担当教員）の研修に対する意識

Ｑ． あなたは今年度中にどの程度外国語活動に関する学校外での研修に参加しましたか。（単数回答）

○ 教員の74.6％（75.4％）が「具体的な活動について共通理解を図ったり、体験したりする
研修が必要」と回答。

必要と感じる研修について

Ｑ． あなたが必要と感じる研修について、あてはまるものをすべて選んで○をつけてください。（複数回答可）

小学校教員

%

（ ）内は、前回調査結果

（ ）内は、前回調査結果

18.1 14.0 3.4 0.9 63.5

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

１回 ２、３回程度 ５回程度 月１回程度 月２回以上 参加していない 無回答



学級担任（外国語活動担当教員）の外国語活動に対する意識

Ｑ． 今後の外国語活動の実施にあたっての課題は何だと思いますか。（複数回答可）

○ 今後の課題として、「教員の指導力」51.7％（45.1％）、「教材・教具等の開発や準備の
時間」48.7％（51.4％）、「外国語活動に関する教員研修」30.4％（23.8％）、「ALT等
の外部人材との打ち合わせの時間」29.7％（30.2％）、「小学校と中学校の連携」19.5％
（17.1％）などが挙げられている。

今後の外国語活動実施に関する課題

%

（ ）内は、前回調査結果

51.7 

48.7 

30.4 

29.7 

19.5 

16.1 

11.7 

10.8 

9.4 

8.4 

6.6 

5.8 

4.7 

4.2 

2.3 

2.1 

1.4 

0.0 10.0 20.0 30.0 40.0 50.0 60.0

教員の指導力

教材・教具等の開発や準備の時間

外国語活動に関する教員研修

ALT等の外部人材との打合せの時間

小学校と中学校の連携

指導のための年間指導計画や指導案の作成・整備

ALT等の外部人材の来校回数

ALT等の外部人材の確保

ALT等の外部人材との意思疎通

外国語活動に使える予算

保護者等の外部人材の協力

小学校間の連携

行政が主催する外国語活動に関する教員研修

教員の協力体制

その他

無回答

外国語活動に対する保護者の理解

小学校教員



（４－２）小学校管理職の研修に対する意識

小学校 管理職

%

Ｑ． 必要と感じる研修について、あてはまるものをすべて選んでください。（複数回答可）

○ 研修について、
・「具体的な活動について共通理解を図ったり、体験したりする研修」 74.7％（75.3％）
・「学級担任等による外国語活動の研究授業を参観し、研究授業について協議する研修」

56.1％（61.5％）
・「デジタル教材の使い方について共通理解を図ったり、実際に使い方を体験したりする研

修」52.3％（51.3％）などの研修が必要と回答。

必要だと感じる研修

74.7

56.1

52.3

47.4

43.9

39.8

36.5

29.2

25.2

18.6

14.5

0.9

0.1

0.0 20.0 40.0 60.0 80.0

具体的な活動について共通理解を図ったり、体験したりする研修

学級担任等による外国語活動の研究授業を参観し、研究授業に

ついて協議する研修

デジタル教材の使い方について共通理解を図ったり、実際に使い

方を体験したりする研修

今後の小学校における外国語教育のあり方について共通理解を

図る研修

外国語活動の目標や内容など、その在り方について共通理解を

図る研修

外国語活動の評価規準の作成や評価方法等について共通理解

を図ったり、協議したりする研修

外部の講師等による外国語活動の研究授業を参観し、研究授業

について協議する研修

外国語活動を行う際に指導者が使う英語について発音練習を

行ったり、その使い方について理解を図ったりする研修

年間指導計画や単元計画、指導案を作成したり、検討したりする

研修

教材を作成する研修

中学校英語教育の目標や内容など、その在り方について共通理

解を図る研修

その他

特にない



生徒の外国語活動・外国語科に対する意識

○ 授業でどの程度できていると思うかについて、生徒の
・81.1％が「英単語を読むことができている」
・76.8％が「発音練習や英文を音読することができている」と回答。
一方で、
・33.6％が「エッセイなど、ある程度まとまりのある文章を書くことができている」
・20.7%が「ディベートやディスカッションをすることができている」と回答。

英語の授業での取組状況（中２）

Ｑ． 英語の授業の中で、次の項目についてどの程度できていると思いますか。（単数回答）

中学２年生

40.8

38.8

33.4

30.5

24.2

22.9

20.6

19.7

14.2

8.1

7.7

4.2

40.3

38.0

37.6

42.2

36.9

44.8

36.7

34.1

35.0

33.1

25.9

16.5

12.8

15.6

19.6

17.2

25.2

21.8

26.2

24.9

28.5

30.3

34.3

27.7

4.9

6.4

8.1

7.6

12.1

8.7

11.4

13.8

16.1

16.5

19.9

16.4

0.7

0.8

0.8

2.0

1.1

1.4

4.6

6.9

5.6

11.2

11.6

34.3

0.4

0.4

0.5

0.5

0.4

0.4

0.5

0.5

0.6

0.7

0.6

0.8

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

英単語を読むこと

発音練習や英文を音読すること

英単語を書くこと

生徒同士で英語を使ってやりとりを

すること（ペアやグループでの活動）

英文法を理解すること

教科書や教材の英文について、音声CD等を
通して外国人による吹き込みを聞きとること

読み上げられた英語の書き取りをすること

教科書以外の英語の文章を読むこと

自分の意見や考え、感想などを英語で

発表すること（スピーチ、プレゼンテーションなど）

英語で、いま話題になっていることなど

日常的な話題についてのやりとりをすること

エッセイなど、ある程度まとまりの

ある文章を書くこと

ディベートやディスカッションをすること

ほぼできている どちらかといえばできている どちらかといえばできていない

ほとんどできていない 授業でやったことがないと思う 無回答



95.7

93.9

81.1

80.4

74.5

61.3

42.8

40.2

36.5

28.4

22.3

19.4

10.6

8.3

4.8

4.3

3.9

1.6

0.6

3.8

5.6

15.4

17.6

23.3

33.6

34.7

39.7

47.6

24.4

49.0

49.8

31.0

57.7

23.3

31.7

52.7

10.2

4.1

0.3

0.4

3.0

1.0

1.5

4.5

16.4

15.7

13.3

25.2

23.3

24.5

37.6

28.6

36.0

36.8

34.0

37.1

30.0

0.2

0.1

0.4

0.3

0.2

0.6

5.8

3.8

2.2

21.2

5.3

5.7

20.5

5.1

35.7

27.0

9.1

50.9

65.0

0% 20% 40% 60% 80% 100%

単語等の発音練習

英文の音読

ワークシートの活用

文法の説明

言語材料（語、表現、文法事項等）を

活用できるようにするための練習

教材のリスニング

英文和訳

英語による本文の口頭導入

教材の内容に関する英語での質疑応答

ICTの活用

英文の暗唱

和文英訳

ディクテーション

ライティング

（エッセイなど、ある程度まとまりのある英作文）

映画やビデオ教材の活用

プレゼンテーション、スキット（寸劇）

スピーチ

英語の新聞・雑誌・書籍等の活用

ディベート、ディスカッション

よく行う 時々行う あまり行わない ほとんど行わない 無回答

○ 「文法の説明」98％や「言語材料を活用できるようにするための練習」97.8％に比べ、そ
れをさらに活用して行う「スピーチ」56.6％、「プレゼンテーションやスキット（寸劇）」
36.0％、「ディベート、ディスカッション」34.7％の割合は低い。
※上記の％数値は「よく行う」「時々行う」の合計

授業における言語活動の指導

中学校外国語科担当教員の指導状況

Ｑ． あなたの英語の授業において、次のようなことをどのくらい行いますか。（単数回答）

中学校 教員


